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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年8月3日(2017.8.3)

【公開番号】特開2016-24070(P2016-24070A)
【公開日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-009
【出願番号】特願2014-148632(P2014-148632)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/65     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/65     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月19日(2017.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属微細構造体と、
　前記金属微細構造体の表面に配置された修飾分子と、
を含み、
　前記修飾分子は、下記式（１）、下記式（２）、または下記式（３）で表される化合物
に由来する、電場増強素子。

【化１】

 　ただし、式（１）～式（３）において、
　Ｘ１は、－ＮＨ２、－（ＣｘＨ２ｘ）－Ｒ、－（ＮＨＣＯＣＨ２）－（ＣｙＨ２ｙ）－
Ｒ、または－ＯＣＨ２－（ＣｚＨ２ｚ）－Ｒであり、
　Ｘ２は、－Ｈ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＯＣＨ３、－ＮＨＣＯＣＨ３、または－（ＣｗＨ

２ｗ）－ＣＨ３であり、
　Ｒは、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＳＨ、－ＣＨＯ、または－ＣＨ（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ
であり、
　ｘは、１以上１７以下の整数であり、
　ｙは、０以上１４以下の整数であり、
　ｚは、０以上１５以下の整数であり、
　ｗは、０以上３以下の整数である。
【請求項２】
　請求項１において、
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　Ｘ２は、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＯＣＨ３、－ＮＨＣＯＣＨ３、または－（ＣｗＨ２ｗ）
－ＣＨ３である、電場増強素子。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　Ｘ２は、－ＯＨ、－ＮＨ２、または－ＣＨ３である、電場増強素子。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、
　Ｘ１は、－ＮＨ２、－（ＣＨ２）－Ｒ、－（ＮＨＣＯＣＨ２）－Ｒ、または－ＯＣＨ２

－Ｒである、電場増強素子。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項において、
　前記修飾分子は、上記式（２）で表される化合物に由来する、電場増強素子。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項において、
　前記修飾分子は、チロシンに由来する、電場増強素子。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の電場増強素子と、
　前記電場増強素子に光を照射する光源と、
　前記電場増強素子から放射される光を検出する光検出器と、
を含む、ラマン分光装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のラマン分光装置において、
　前記光源から射光された光を前記電場増強素子に導き、且つ前記電場増強素子から放射
される光を前記光検出器に導くハーフミラーをさらに備える、ラマン分光装置。
【請求項９】
　請求項７または８に記載のラマン分光装置において、
　前記電場増強素子から放射される光からレイリー散乱光を除外する光学フィルターをさ
らに備える、ラマン分光装置。
【請求項１０】
　請求項７ないし９のいずれか１項に記載のラマン分光装置と、
　前記光検出器からの検出情報に基づいて健康医療情報を演算する演算部と、
　前記健康医療情報を記憶する記憶部と、
　前記健康医療情報を表示する表示部と、
を含む、電子機器。 
【請求項１１】
　請求項１０に記載の電子機器において、
　前記健康医療情報は、ＮＯ分子の量に基づいて演算された、喘息による気管の炎症の度
合い、を含む、電子機器。
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